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不
用
に
な
っ
た
衣
類
を
利
用
し

て
、
可
愛
い
い
花
瓶
敷
き
を
作
り

ま
せ
ん
か
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ま
つ
り
で
開
催

す
る
フ
リ
U

マ
U

ケ
ッ
ト
の
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。

日
時
　
９
月
28
日
（
日
）
午
前
10

時
〜
午
後
２
時

場
所
　
市
民
セ
ン
タ
U

駐
車
場

募
集
区
画

40
区
画
（
１
区
画
た

て
３
ｍ
よ
こ
２
ｍ
、
１
世
帯
又

は
１
グ
ル
U

プ
の
代
表
者
に
よ

る
１
区
画
の
み
）

出
店
料

１
区
画
500
円

申
込
み
　
８
月
23
日
（
土
）
午
前

９
時
に
出
店
料
を
持
参
の
上
、

東
村
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

U

（
野
口
町
１
｜
26
｜
39
）
へ

※
時
間
厳
守

※
応
募
者
多
数
の
と
き
は
抽
選

問
い
合
せ
　
東
村
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
U

（
ò
396
・
１
５
３

３
）

警
視
庁
で
は
、
９
月
１
日
〜
30

日
に
、
「
ゆ
く
え
不
明
の
人
を
さ

が
す
相
談
所
」
を
開
設
し
ま
す
。

「
病
気
な
ど
を
苦
に
家
出
を
し
て

所
在
が
分
か
ら
な
い
」、「
旅
行
や

働
き
に
出
て
長
い
間
消
息
を
絶
っ

て
い
る
」、「
犯
罪
や
事
故
に
巻
き

込
ま
れ
て
い
る
お
そ
れ
が
あ
る
」

な
ど
、
行
方
不
明
に
な
っ
て
い
る

人
が
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
ご
相
談

下
さ
い
。

相
談
所
で
は
、
全
国
各
地
で
身

元
が
わ
か
ら
な
い
ま
ま
亡
く
な
っ

た
か
た
の
写
真
や
持
ち
物
な
ど
の

資
料
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

★
相
談
に
お
越
し
の
際
は
、
行
方

不
明
に
な
っ
て
い
る
か
た
の
写

真
や
血
液
型
、
歯
の
治
療
状
況

等
、
本
人
を
特
定
す
る
た
め
の

資
料
を
で
き
る
だ
け
多
く
お
持

ち
下
さ
い
。

開
設
日
時
　
９
月
１
日
（
月
）
〜

30
日
（
火
）
午
前
９
時
〜
午
後

４
時
30
分
（
土
・
日
・
祝
日
も

開
設
）

開
設
場
所

fl
身
元
不
明
相
談
室
（
警
視
庁
本

部
庁
舎
１
階
、
地
下
鉄
丸
の
内

線
「
霞
ヶ
関
駅
」
又
は
地
下
鉄

有
楽
町
線
「
桜
田
門
駅
」
下
車
、

ò
03
・
３
５
８
１
・
４
３
２

１
）

‡
警
視
庁
浅
草
警
察
署
観
音
前
交

番
（
地
下
鉄
銀
座
線
・
都
営
浅

草
線
「
浅
草
駅
」
又
は
東
武

「
浅
草
駅
」
下
車
、
ò
03
・
３

８
７
１
・
０
１
１
０
）

※
こ
の
ほ
か
各
警
察
署
で
も
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。

問
い
合
せ
　
身
元
不
明
相
談
室

●
一
般
曹
候
補
学
生
、
曹
候
補
士

応
募
資
格
　
高
卒
等
18
歳
以
上
24

歳
（
曹
候
補
士
は
27
歳
）
未
満

受
付
期
間
　
８
月
４
日
（
月
）
〜

９
月
10
日
（
水
）

試
験
日
　
一
次
＝
９
月
20
日

（
土
）、
二
次
＝
10
月
11
日
（
土
）

〜
17
日
（
金
）

●
２
等
陸
・
海
・
空
士

応
募
資
格
　
高
卒
等
18
歳
以
上
27

歳
未
満

受
付
期
間
　
男
子
＝
随
時
、
女

子
＝
８
月
４
日
（
月
）
〜
９
月

10
日
（
水
）

試
験
日
　
男
子
＝
９
月
15
日（
祝
）

〜
23
日
（
祝
）
、
女
子
＝
９
月

９
月
21
日
〜
30
日
に
秋
の
交
通

安
全
運
動
を
実
施
し
ま
す
。
６
月

30
日
現
在
、
都
内
に
お
け
る
交
通

事
故
死
者
数
は
、
137
名
で
前
年
比

46
名
減
で
す
が
、
高
齢
者
や
子
ど

も
の
事
故
は
増
え
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
１
人
ひ
と
り
に

交
通
安
全
意
識
を
持
っ
て
い
た
だ

き
、
悲
惨
な
交
通
事
故
に
歯
止
め

を
か
け
る
た
め
、
「
秋
の
交
通
安

全
運
動
」
の
期
間
中
、
市
内
全
域

に
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
る
交
通

安
全
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
方
法

は
が
き
に
交
通
安
全

標
語
・
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が

な
）
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明

記
し
、
８
月
31
日
（
消
印
有
効
）

ま
で
に
東
村
山
交
通
安
全
協
会

（
〒
189
｜
０
０
１
４
本
町
１
｜

５
｜
１
）
へ

※
優
秀
作
品
に
は
記
念
品
を
贈
呈

問
い
合
せ
　
東
村
山
交
通
安
全
協

会
（
ò
392
・
２
５
２
６
）
、
東

村
山
警
察
署
又
は
市
・
道
路
・

交
通
課

日
時
　
９
月
12
日
（
金
）
、
10
月

３
日
（
金
）
午
後
１
時
30
分
〜

場
所
　
都
庁
大
会
議
室

対
象
　
都
内
在
住
・
在
勤
の
１
・

２
級
・
木
造
建
築
士
の
か
た

定
員
　
各
500
名

申
込
み
　
所
定
の
申
込
書
（
都
担

当
課
で
配
布
）
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
８
月
29
日
ま
で
に
直

接
又
は
郵
送
で
問
い
合
わ
せ
先

へ
問
い
合
せ
　
都
・
都
市
計
画
局
建

築
企
画
課
（
〒
163
｜
８
０
０
１

新
宿
区
西
新
宿
２
｜
８
｜
１
第

２
本
庁
舎
３
階
、
ò
03
・
５
３

８
８
・
３
３
６
２
）

26
日
（
金
）
・
27
日
（
土
）

※
応
募
方
法
・
募
集
人
数
等
詳
細

は
、
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

問
い
合
せ
　
防
衛
庁
自
衛
隊
東
京

地
方
連
絡
部
国
分
寺
募
集
案
内

所
（
ò
324
・
１
０
１
０
）

バ
ル
を
開
催
し
ま
す
。
東
村
山
市

か
ら
も
西
宿

に
し
じ
ゅ
く

囃
子

は

や

し

保
存
会
が
郷

土
芸
能
で
出
演
し
ま
す
。

日
時
　
８
月
29
日
（
金
）
正
午
〜

午
後
８
時
、
30
日
（
土
）
午
前

10
時
〜
午
後
４
時

場
所
　
都
庁
周
辺
及
び
新
宿
西
口

広
場
イ
ベ
ン
ト
コ
U

ナ
U

内
容
　
29
日
＝
オ
U

プ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
U

・
中
村
玉
緒
ト
U

ク

シ
ョ
U

ほ
か
、
30
日
＝
な
か
に

し
礼
講
演
会
・
人
形
劇
・
郷
土

芸
能
ほ
か

問
い
合
せ
　
都
・
総
務
局
人
権
施

策
推
進
課
（
ò
03
・
５
３
８

８
・
２
５
８
８
）

10
月
５
日
（
日
）
に
市
民
セ
ン

タ
U

駐
車
場
で
、
恒
例
の
第
26
回

け
や
き
大
バ
ザ
U

を
開
催
し
ま

す
。
新
品
同
様
の
衣
類
・
雑
貨
・

本
・
家
具
等
の
バ
ザ
U

品
の
提
供

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

収
益
金
は
、
東
村
山
精
神
障
害

者
を
守
る
会
及
び
関
連
施
設
の
運

営
資
金
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

主
催
・
問
い
合
せ
　
東
村
山
精
神

障
害
者
を
守
る
会
第
一
共
同
作

業
所
（
秋
津
町
２
｜
32
｜
15
、

ò
395
・
９
５
６
６
）
、
第
二
共

同
作
業
所（
栄
町
３
｜
17
｜
４
、

ò
395
・
４
６
５
５
）

日
時
　
８
月
31
日
（
日
）
午
後
１

時
〜
４
時

定
員
　
10
名
（
先
着
順
）

参
加
費
　
500
円
（
材
料
費
）

持
ち
物
　
古
い
木
綿
の
衣
類
、
は

さ
み
、
も
の
さ
し
、
エ
プ
ロ
ン

講
師
　
柳
原
智
子
氏

申
込
み
・
問
い
合
せ
　
８
月
17
日

（
日
）
午
前
９
時
30
分
か
ら
電

話
で
美
住
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ

プ
へ

ン
タ
U

内
に
あ
る
障
害
者
の
相
談

支
援
セ
ン
タ
U

で
す
。

「
福
祉
制
度
を
使
い
た
い
け
ど
、

ど
う
し
た
ら
い
い
の
？
」
な
ど
、

障
害
に
関
す
る
こ
と
は
、
ぜ
ひ
ご

相
談
下
さ
い
。
市
内
在
住
・
在
勤

の
障
害
の
あ
る
か
た
や
ご
家
族
、

関
係
者
の
か
た
は
、
無
料
で
利
用

で
き
ま
す
。

「
る
U

と
」
は
、
社
会
福
祉
セ

「
る
U

と
」
で
は
、
障
害
の
あ

る
方
々
の
お
し
ゃ
べ
り
の
集
い
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

職
場
の
こ
と
、
家
で
の
出
来
事

な
ど
、
何
で
も
気
軽
に
話
し
が
で

き
る
場
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
下

さ
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
同
時
募
集
中

で
す
。

開
催
日

毎
月
第
２
・
４
土
曜
日

午
後
２
時
〜
４
時

場
所
　
社
会
福
祉
セ
ン
タ
U

１
階

「
る
U

と
」

★
８
月
中
は
障
害
の
あ
る
児
童
・

生
徒
を
対
象
と
し
た
活
動
も
実

施
中

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
先
へ

問
い
合
せ
　
障
害
者
地
域
自
立
生

活
支
援
セ
ン
タ
U

「
る
U

と
」

（
ò
394
・
１
５
５
５
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

392
・
４
０
７
３
、
Ｅ
メ
U

ル

ro
u
te
@
ro
u
te
-h
ig
a
s
h
i

m
urayam

a.jp

）

夏
休
み
の
終
わ
り
に
、
親
子
で

絵
手
紙
を
書
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
８
月
26
日
（
火
）
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所
　
東
村
山
郵
便
局

定
員
　
親
子
25
組
50
名（
先
着
順
）

参
加
費
　
無
料

申
込
み
・
問
い
合
せ
　
電
話
で
東

村
山
郵
便
局
郵
便
課
（
ò
391
・

３
３
９
０
浅
見
）
へ

社
会
福
祉
協
議
会

相
談
か
ら

「
少
な
い
元
手
で
大
き
な
取

引
が
で
き
、
必
ず
も
う
か
る
」

と
、
外
国
為
替
証
拠
金
取
引
を

電
話
で
熱
心
に
勧
誘
さ
れ
て
い

ま
す
。
取
引
の
仕
組
み
は
よ
く

理
解
で
き
ま
せ
ん
が
、
業
者
を

信
用
し
て
も
大
丈
夫
で
す
か
。

外
国
為
替
証
拠
金
取
引
と
は

通
貨
証
拠
金
取
引
と
も
い

い
、
取
引
総
額
の
５
〜
10
％
程

度
の
証
拠
金
を
元
手
に
、
外
国

通
貨
（
ド
ル
や
ユ
U

ロ
等
）
の

売
買
に
よ
る
為
替
差
益
と
金
利

差
益
を
狙
う
投
機
的
取
引
で

す
。
外
為
法

が
い
た
め
ほ
う

の
改
正
に
よ
り
個

人
で
も
為
替
取
引
が
可
能
に
な

り
、
「
少
額
の
証
拠
金
で
多
額

の
取
引
が
で
き
る
」
と
し
て
勧

誘
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
少
額
の
証
拠
金
で
大

き
な
取
引
が
で
き
る
と
い
う
こ

と
は
、
外
国
為
替
相
場
が
自
分

の
予
測
と
反
対
の
方
向
に
動
い

た
場
合
に
は
、
証
拠
金
が
為
替

差
損
の
穴
埋
め
に
使
わ
れ
る
た

め
、
短
期
間
の
う
ち
に
証
拠
金

の
大
半
を
失
う
可
能
性
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

ま
た
、
損
失
を
取
り
戻
そ
う

と
し
て
証
拠
金
を
追
加
し
て
い

く
と
、
い
つ
の
ま
に
か
多
額
の

取
引
と
な
っ
て
大
き
な
損
害
を

被
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ア
ド
バ
イ
ス

こ
の
取
引
は
、
業
者
を
規
制

す
る
法
律
や
監
督
官
庁
も
な
い

こ
と
か
ら
、
悪
質
な
勧
誘
や
不

適
正
な
取
引
が
横
行
し
て
い
ま

す
。
仕
組
み
の
分
ら
な
い
金
融

商
品
や
信
用
で
き
る
業
者
な
の

か
確
信
が
持
て
な
い
場
合
に
は

断
る
の
が
無
難
で
す
。

為
替
取
引
に
不
慣
れ
な
消
費

者
が
、
少
な
い
元
手
で
簡
単
に

も
う
か
る
話
は
な
い
と
思
っ

て
、
十
分
注
意
し
て
下
さ
い
。

問
い
合
せ

市
民
生
活
課

必
ず
も
う
か
る
？

外
国
為
替
証
拠
金
取
引

空
　

う
つ
せ
み

や
ベ
ラ
ン
ダ
の
鉢

動
か
せ
ば平岡

藤
江
（
80
代
）

還
え
り
来
て
年
ふ
る
毎
に

想
う
か
な
満
洲
野

ま

す

の

ヶ
原
で

別
れ
し
君
を横

尾
茜
子
（
70
代
）

幾
夜
を
込
め
宮
本
武
蔵
八
巻
を

読
み
切
り
し
二
十

は

た

ち

の
感
動
い
ま

も

岡
部
ふ
さ
子
（
80
代
）

さ
き
織
り
で

花
瓶
敷
き
作
り

交
通
安
全
標
語
の
募
集

自
衛
官
募
集

被
災
建
築
物
応
急
危
険
度

判
定
員
養
成
講
習
会

人
権
啓
発

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催

「
ゆ
く
え
不
明
の
人
を

さ
が
す
相
談
所
」
の

開
設
に
つ
い
て

「仲よくお食事」（空堀川青葉町３丁目）
石井　弘さん（青葉町）

第3回大好き東村山
写真コンクール参加作品

東
村
山

精
神
障
害
者
を
守
る
会

バ
ザ
U
品
提
供
の
お
願
い

レ
ジ
ャ
U

シ
U

ズ
ン
は
、
自
動

車
を
利
用
す
る
こ
と
が
多
く
な

り
、
交
通
事
故
も
増
え
ま
す
。
次

の
こ
と
に
注
意
し
て
、
交
通
事
故

を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

○
長
距
離
運
転
の
際
は
、
こ
ま
め

に
休
憩
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

○
ス
ピ
U

ド
の
出
し
過
ぎ
は
、
人

や
バ
イ
ク
の
発
見
が
遅
れ
ま

す
。
危
な
い
と
思
っ
た
と
き
に

は
、
す
で
に
遅
く
事
故
と
な
る

場
合
が
多
い
の
で
、
ス
ピ
U

ド

に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
運
転
中
の
携
帯
電
話
の
使
用
や

カ
U

ナ
ビ
・
カ
U

テ
レ
ビ
の
操

作
は
大
変
危
険
で
す
の
で
、
絶

対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

○
同
乗
者
に
も
シ
U

ト
ベ
ル
ト
の

着
用
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
し
っ
か
り
し
め
て
安
全
運

転
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

東
村
山
警
察
署

東
村
山
交
通
安
全
協
会

市
・
道
路
・
交
通
課

レ
ジ
ャ
U
シ
U
ズ
ン
の

交
通
事
故
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

広
く
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
・

高
揚
を
図
り
、
様
々
な
人
権
問
題

へ
の
理
解
・
関
心
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ

健
康
の
お
は
な
し
は
４
面

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

普
段
な
か
な
か
見
る
こ
と
が
で

き
な
い
気
象
衛
星
セ
ン
タ
U

の
施

設
見
学
や
講
演
、
パ
ネ
ル
展
示
な

ど
に
よ
る
お
天
気
フ
ェ
ア
２
０
０

３
を
開
催
し
ま
す
。
気
象
業
務
へ

の
理
解
を
ぜ
ひ
深
め
て
下
さ
い
。

日
時
　
８
月
23
日
（
土
）
午
後
１

時
〜
４
時
30
分

場
所
　
気
象
衛
星
セ
ン
タ
U

（
清

瀬
市
中
清
戸
３
｜
235
）

入
場
料

無
料

※
上
履
き
持
参
、
車
で
の
来
場
は

ご
遠
慮
下
さ
い
。

問
い
合
せ
　
同
セ
ン
タ
U

総
務
課

（
ò
０
４
２
４
・
93
・
１
１
１

１
）

夏
休
み
親
子
絵
手
紙
教
室

参
加
者
募
集

お
天
気
フ
ェ
ア
２
０
０
３

「るーと」が開設している
社会福祉センター（諏訪町）

「ふれあい」（空堀川青葉町付近）
石橋　敏さん（萩山町）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ま
つ
り

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

出
店
者
募
集

障
害
者
地
域
自
立

生
活
支
援
セ
ン
タ
U

「
る
U
と
」
を

ご
利
用
下
さ
い

「
土
曜
ク
ラ
ブ
」
開
催
中


